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論集第17号　　（1997年）

カザフ語の動詞ff動詞型KyPllexi　eTiCKTiKの形態的緊密性

藤　家　洋　昭

翼・・賦・量護菰eri《・・i・TirH　e愛i・TiK》・￥護瑚眠KYP脚i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C饗IC貿IKTe】P　双0旧【叢HAC

Φ￥）KIIE　XipoaKi

　　　Ka3aK　Ti滋eXe　ntR　T￥llFaJlblK　KOCeMHIeCh畷鐙Ta田6ip　eTiCTiKTeH　Ka」IL田TaCKaH

。YP繭。Ti。。i。ぐ《，Ti、。ir。。。i。。量。》。￥、、Fa、、b、K。YP脚i。。董。。童。騨。。。fiM、、，）

60sta無bi．　　BipaK　6￥護ap双L1鼠　瓢oPΦo護or瑚πH《　TblFbl3gEEFLI　）Ko三｛i瓢eri　TajlKblnayllap

蕉a3ipre　双e孟iR　60涯MaFaH　Aeyre　60凝ajxLi．

　　　　　B￥・・鵬臓轡，　《CT薫CT董K－H　eTic叡》　T￥1・fan51K　KY糖C磁　eT圭CT量KTePA圭q

MOPΦ0∬0㎜風［islFbl3XXb狂珊a，　e雄e致庶UeHM－H　T四ぞa職κKOCe！懸eC量擁eH　Ta田

6ip面軸apaCb醐a　glleMeH　r・riU　60凝aTHH胴ぞLI，）KeHe　Ca涯a涯aC　T圭pKeC滋e　OpTaK

gJIe瓢eHTT1　）KO5｛　anaTbl】瓢b匿ぞもI　c齪KT5互　eK1　）Ka駁Ta｝｛　3ePTTey　）KYpr13撮A1。

　　　　K・卿L・・mbmaFaaua，　Ka3aK　T盈靱e罫i《eTiCTir∬eTiCTiK》T￥濯醗K　KY卿護i

eT孟cT量KTep双i践　rv【oPΦoJlor】KfiJlblK　TL玉rbl3XI）IFbl　Te廼e董｛　政eH　a貢［ryFa　60naAbi・

1．はじめに

　　カザフ語伝統文法（S｛a3ipri　Ka3asc　T訪i，　SanaKaeB＆Kopma6aeB（1966）など）でKYpAeπi　e

τiCTiK（複合動詞）あるいはKYPIIelli　6aStHllaybi田（複合述語）と呼ばれているものがある。これ

は名詞÷動詞型、動詞＋動詞型等いくつかのタイプに分けられるが、語であるか、あるいは複数

の語からなるいわゆる句であるのかについての研究はこれまであまりなされてこなかったようで

ある。BallascaeB＆｝〈oplla6aeB（1966）では、これらをce3τipKeci（語の組み合わせ）として

いるが、肝心の、語とは何かについての言語学的定義がなされていない。本稿でとりあげる動詞

＋動詞型のscypneAi　eTiCTiKについても当然のことながらそれらが一語の動詞なのかそれとも動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21、



カザフ諮の動詞n動詞型KYPIIeAi　eTiCKT呈Kの形態的緊密性

詞2語からなる句なのかはよくわかっていない。語とは何かということについてはさまざまな議

論があり、何をもって語とするかは基準によっても異なる。また、複合語の場合はそれが語彙的

なものであるか統語的なものであるかが問題になることがある。カザフ語のKyPlleni　eTiCTiscに

ついては、それが語であるのかどうか、語であるとすれば語彙的なものか統語的なものかといっ

た問題は、全くといっていいほど明らかにされていない。そこで本稿ではカザフ語のKY猟e溢e

TiCTiSCが語かどうかを論じる第一段階として、まず手始めに形態的緊密性という観点からカザ

フ語のKYPIIeπi　eTiCTiKの1生質を明らかにする。

2．　KYP八eni　eTiCTiK

　分析に先立ってカザフ語のscypneni　eTiCTiK（複合動詞：以下KYPkeRi　eTiCTiscを複合動詞と

呼ぶ）を概観しておこう。カザフ語の複合動詞には大きく分けて、名詞＋動詞型と動詞＋動詞型

の二種類がある。そのうち動詞＋動詞型の複合動詞は形態的に動詞一n動詞型と動詞一e動詞型の

二種類に分けることができる。本稿でとりあげるのはこれらの中で動詞璽動詞型の複合動詞で

ある（以下、動詞一n動詞型複合動詞をg型複合動詞と呼ぶ）。

　カザフ語のn型複合動詞は前に来るVlと後ろに来るV2のふたつの部分からなり、Vlが

ll形でV2が活用に際して他の動詞と岡じように人称、時覇などによって活用する。

例

ma3bm　60”AblM「書きおえた」（一人称単数形）

）lca3blft　60uabm「書きおえた」（二人称単数形）

撚a3磁6epeMiH「書いてあ1デる」（一人称単数現在形）

｝lca3bm　6ep垣M「書いてあげる」←人称単数過去形）

　生産性という点ではカザフ語の複合動詞は生産性が比較的高いといえる。V2になり得るもの

は比較的限られているものの、それらはVlにいろいろな動詞をとることによって複合動詞を作

ることができる。u）生産性の高さは辞典類（6eKTaeB　et　al．1992，　BeKTYpoB＆BeKTypoea　1993

等）の見出し語として複合動詞がそのままの形であげられることはないことからもうかがえる。

しかし生産性の高さがすなわち形態的緊密性を否定することを意味するものではない。これら両

者は独立した概念であると考えられる。

　意味的には、カザフ語の複合動詞はV2の動詞がV　1に何らかのアスペクト的な意味を付加す

る場合がほとんどである。

OSCblnbl　「読んだ」

OKblH　60朋bl　「読みおえた」

OKbM　OTblp　「読んでいる」

3．形態約緊密性
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喬塗「集第17号　　（1997窺三）

　ある表現が一語であるのか、あるいは複数の語からなるいわゆる句であるのかについての議論

はいろいろある。最近では語彙性という概念が単一の概念ではなく、形態的、文法的、意味的語

藁性のEilつに分けることができ、しかもその三つはある程度独立しているとの主張もされている

（松本1996）。また、影由（1993）では語の定義として、語彙化と意味の慣習化、語形成の生産性

と語彙的制限、形態的な緊密性、ふた又枝分かれ構造の制約をあげている。カザフ語のn型複

合動詞が語であるかどうかを確かめることはもちろん重要なことであり、明らかにされなければ

ならないが、本稿ではその前段階として、これらの中で形態的緊密性についてだけ考察する。し

たがって形態的緊密性だけをもってカザフ語の複合動詞が語であるかどうかを即答するつもりは

ないことをはじめにお断りしておく。

　形態的緊密性について、影山（1993）は、形態的な不可分性、統語的要素の排除、外部からの

修飾の禁止、語糞照応の劇約の4点を上げている。本稿ではそれらを参考にしてカザフ語の複合

動詞を、統語的要素の排除（Eeの介入と受け身がどこに現れるかのIIL点）等位構造において共

通要素が削除できるか、の三点に絞ってみていくことにする。

　まずこれら三点が具体的にどういうことなのか見ておく必要がある。

統語的要素の排除

　語の内部には、句、格助詞、時制などの統語的な要素は侵入できない（影山199（3）。例えば、

「日本ザル」は語であるが「日本のサル」は名詞句になる。一般に、f統語的な要素が侵入すると

語ではなく句になると言われている」（2）目本語では例えば「も」などのようないわゆる謝助詞は

「飛び上がる」に対して「飛びも上がる」のように語の内部に介在することができない。

　また、カザフ語の受け身接尾辞を統語的なものと考えるならば、当然、語の内部に受け身はあ

らわれないはずである。すなわち、形態的緊密性が高い場合は語の内部に受け身は現れないはず

である。このような、受け身テストを行いカザフ語の複合動詞の形態酌緊密性を調べる。

等位構造における共通要素の削除

　等位構造における共通要素の劇除とは等位接続構文において重揖する表現を文末から順に削除

するという規則である。一般に語の内部に立ち入っては共通部分を削除することはできない（影

由　1993）。例えば、日本語の「ちょうど同じ時に、姉は本を読み終え、妹はレポートを書き終

えた。」という文から共通部分「終え」を削除すると、「ちょうど岡じ時に、姉は本を読み、妹は

レポートを書き終えた。」となる。この文は文法的に適格でありおかしな文ではない。しかし、

「姉は本を読みおえた」と解釈することはできなくなる。可能な解釈は「姉は本を読んだ」であ

り、読みおえたかどうかはわからない。一方形態面から見て語ではない場合、すなわち形態的緊

密性が低い場合を見ると、例えば、「兄は国立大学の法学部に入り、弟は私立大学の法学部に入っ

た。」のように、共通部分を削除しても解釈が変わることはない。このようなテストをカザフ語
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　　　　　　　　　　　カザフ語の動詞fi動詞型Kypneai　eTiCKTSKの形態的緊密性

にも試み形態的緊密性を調べることにする。テストにおける文法性の判断はカザフ入インフォー

マント（30代男姓二人）によった。

　カザフ語の複合動詞は先に述べたようにV2として用いられるいくつかの動詞がありそれにV

1が組み合わさったと考えることができる。本稿では以下、方法としてはV2をもとにタイプ分

けをして、それらに各種操作を加えて文法性を判断するという方法をとる。V2になり得る動詞

はKa3ipri｝｛a3aK　Ti踊のリストをもとに選んだ。ただKa3ipri｝〈a3aK望重盃はH型複合動詞と

e型複合動詞の区別をしていなかったり、通常、動詞として使われない形のものを含んでいた

りするのでリストを修正した。その結果リストにあがったのは次の動詞である。

60n－，　　aJI－，　　KaJi－，　　caJI－，　　6ep－，　　殺o益一，　　｝1｛i6ep　一，　　KeJ！一，　　難e茎）一，　　TYp－，　oTblp－，

涯｛YP　，　　TaCTa－．

4．統語的要素の排除と等位構造における削除からみた形態的緊密性

4．1　統語的要素の排除

　カザフ語の複合動詞はV1とV2の間に何らかの要素の介入を許すのであろうか。ここでは要

素としてneの介入、内部に受け身形が現れるかの二点について調べてみる。

4．1．1旦eの介入

　日本語では「も」などのようないわゆる副助詞は「飛び上がる」に対して「＊飛びも上がる」

のように語の内部に介在することができない。カザフ語にも「も」「は」によくにていると考え

られるEe（3＞がある。　Aeは

湿blMKe留Ke　Ae　6ap恥麗．　「チムケント（地名）へも行った。」

のように、句の内部には比較的自由に介在することができる。もし複合動詞が一語であればその

内部に双eの介入は許さないはずである。以丁、V2の種類ごとにAeの介入をテストして調べ

る。

60π一

まず、60訂一について見てみよう。60n一に、　V　1としてOKb！一「読む」を組み合わせるとOSC

blll　60n－「読みおえる」という形になる。　OKblK　603　一のVlとV2の間にneを入れると、

（母音調和と子音同化によりAeはτaになって）OKblR　Ta　60H一のようになろう。そして、こ

れは文法的に適格であると認められる。

HyP6esc　6yn　sciTa＃Tbl　oKbMτa　60xAbl．　　（本節では以下複合動詞にアンダーラインを、　Eeに二

重アンダーラインを引いて示す。）ヂヌルベク（人名）はこの本を読み終えた。」
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　論集第17号　　（1997年）

つまり、V2に60n一を持つ複合動詞の少なくとも一つはVlとV2の間にneの介在を許す

ということができる。用例は示さないが、他に｝Ka3b環Ta　60n－，｝Ke＃Te　60x－，　il盃n　Te　60丑一

などいずれも可能である。

　以下、V2に他の動詞が来る場合の例をみておこう。

caA－

｝ICIibiHna　HYp6eK　atiTapbIH　a搬blH　Ta　ca服b王．　　「会議でヌルベク　（人名）は言うことをすべて雷

い尽くした。」

KOfi　－

HYp6eK　AocblHa　xaτ｝Ka3bm　Ta　scothnbi．　　「ヌルベクは友人に手紙を書いておいた。j

KeG－

HYp6eK　6YpblHHaH　TYpKτi融Y恥e漉Te　Ke羅i．　　「ヌルベクは以葡からトルコ語を学んでも

きた。」

KOP　

HYP6eK　MKKi　eTTi　raefi　Te　KθPRi．、　「ヌルベクは生の肉を食べてもみた。j

TYP　

Kyp6esc　nocblHa　xaT｝Ka3bM　Ta　TYp．　　「ヌルベクは友人に手紙を書いてもいる。」

OTblp　－

Hyp6erc　TaMaK　i皿iSt　Te　OTb1p．　　「ヌルベクは食事をしてもいる。」

舐YP－

HYP6eK　POMaH＞lca3blll　Ta｝KYP．　　「ヌルベクは小説を書いてもいる。j

TaCTa－

HYp6eK　6apablFNH｝Kefi　Te　TacTaJlbl．　　「ヌルベクはすべて食べてしまった。」

　以上のように、V2の種類に関係なくほとんど問題なくlle（Te，　Ta）の介入が可能である。　xx

e（Te，τa）の介入が可能であるという点からは、カザフ語のtt型複合動詞の語彙的緊密性は低

いと餐穿えよう。
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　　　　　　　　　　　カザフ語の動詞，H動詞型KYPfieni　eT量CKT謝の形態的緊密性

4．1．2受け身

　次に受け身形についてみてみよう。

　もし複合動詞が一語であればその内部に受け身形は現れないはずである。逆に、内部に受け身

形が現れればそれだけ形態的緊密性は低いと言わざるを得ない。カザフ語に即して考えると受け

身形が現れる場所は可能性として、V1の後ろかV2の後ろである。つまり、形としては「Vl一

受けig　－n－V2」かfV！－H－V2一受け身」になる。もし形態的緊密性が高いのであれ

ばVlllV2がひとつの動詞のようにみなされるわけだから、「［璽］一受け身」とい

うようになるはずである。

　ただしここで断っておかなければならないのは、受け身形テストは万能ではないということで

ある。いうまでもなく、はじめから受け身形になることのできない動詞があり、それらは複合動

罰になった場合にもおそらく受け身形にはなれないだろうということが予想され、る。その他の理

由で受け身形が無理なものがあることも当然予想される。そういうことも十分承知の上でカザフ

語複合動詞の受け身形を見ていくことにしよう。

60丑一

　まずはじめにV2に60π一を持つa型複合動詞を見てみよう。ポイントは受け身がどこに現

れるか、具体的には「V1受け身n60訂司か「Vln60刀受け身」のどちらになるかである。

例えば、

HYP6eK　6￥ff　KiTaffTbl　OKbM　60mbl．　「ヌルベクはこの本を読みおえた。」．

という文における複合動詞OKblll　60A一であればOKbl”blfi　60丑一かOKblfi　60πb田一のどちら

かである（本節では二重アンダーラインは受け身を示す）。では実際どういうかというと、おも

しろいことに両方可能である。

BYJI　KiTan　OKbln　60」三b王H瓜班．

5YJI　sciTa最　OSCbMblR　603及bl．

「この本は読みおえられた。」

両方とも可能であるということはV1に受け身が付くということを含意する。すなわち形態的緊

密性は高くないということができ、V2に受け身が付き得ることはこれを否定する根拠にならな

い。重要なのはVlに受け身が付くかどうかであってV2に受け身が付くかどうかではないこと

を確認しておく。
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以下他の例についても検証してみよう。

aJ夏一

HYP6eK　cyAblsc　KHin　a」llthl．　　「ヌルベクはレインコートを着た。j

CynblK　Hyp6eK｝KaFblHaH　SCHi刀ill　a服鷺恥1．　　「レインコートはヌルベクに着られた。」

若干不自然ではあるが、aA一をV2に持つ複合動詞の例である。ここでもやはり受け身はV1

に現れているが同時にV2にも現れていることに注目したい。このような、VlV2双方に同時

に受け身が現れる現象を説明する余裕は本稿にはないが、興味深い現象と言える。いずれにして

もVlには受け身が現れることには違いない。ちなみに、VlV2の片方だけの受け身は不可能

である。

＊Cy刀わ紙　Hvp6eK　E｛aFtSIHaH　KMin　aJlblH及bl．

＊CyJlblSC　HYP6eK　｝KaFb王ffaH　K擁i磁H　anEb王．

6ep一

次はV2に6ep一を持つ例である。

HYp6eK　Ca⑳ara　KiTaff　oscblx　6epEi．　　「ヌルベクはサイラに本を読んであげた。j

sciTait「本」を主語にすると、

Kiτan　（lathpara　OKbln　6epi涯及i．

KiTan　Ca＃paFa　oKblitblR　6epi刀ni．

「本がサイラに読んであげられた。」

というようになり、受け身はV2、あるいは同時にViV2の両方に現れる。

毅aJI－

SYA　ic　YMblTbM｝〈ajlblHnbl．　「ヌルベクはこのことを忘れてしまった。」

B￥AiC　YMblTbM　scanblHEbl．　（注やや不自然であるというインフォーマントもいる。）

B￥”呈CYMblTblJ茎blH政aJ三鵬1．

BYJI　iC￥MblTbMbl難政a刀b聡瓜bI．

「このことは忘、れられてしまったQ」

やはり、V1に受け身が現れることができる。

caJI－

HYp6esc　6Y3　KiTanτbI　oKbln　canXXbl． 「ヌルベクはこの本を読み通した。」

？BYJI釣iTa駁　O載bMbM　caJ辺bI．
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BYJI　KiTaH　OKI）ln　caJlblH艮董）1．

6Y”　KiTau　O政blAbM　ca霞b1K八b王．

「この本は読み通された。」

殺0薩一

H￥p6eK　遷ocblHa　xaT　｝1｛a3bm　殺o亘且bl．

XaT　｝Ka3biJIblfi　KothAbl．

「手紙が書いておかれた。」

＊XaT　Ma3blfi　KO”blXllbl．

「ヌルベクは友人に手紙を書いておいた。」

ll｛i6ep－

Hyp6eK　CaPtpaHblu　KoRblH　KaFbM｝Ki6ep加．　　「ヌルベクはサイラの手を払いのけてしまった。」

？Ca貢paHb！｝天　正CO”bi　KaFbMbM　｝1｛i6ep瓜i．

Ca⑳a慕職KOMhl　KaFbM＞Ki6epinEi。

CaptpaKb1H　KOAb1　KaFbmbm　axi6epilllli．　　「サイラの手は払いのけられてしまった。」

KeJ王一

HyP6e｝c　6YpblHHaH　（冶亘pa｝lbl　6e3eK　K正）IJIb田　KeJI耳i．

（途益pa　｝iYP6e巡　｝差くaFbiHaH　6e3eK　殺bl羅）IH三）磁　歪｛e砿i。

Ca益pa　HYp6e聡E｛aFb！HaK　6θ3eK　KblAblH　Keπi瓢i．

なお、KeH一は本来自動詞である。

「ヌルベクは以前からサイラをいじめてきた。」

「サイラはヌルベクにいじめらてきた。」

Kep－

H￥p6esc　TYPKxaUblK　My3vascaCblH　TblzaEail　Kθp庫．　　ヂヌルベクはトルrの音楽を聞いてみた。j

TYPKiffiHb1H　My3nKaCbl　Tb珊及aH　Kθpini．

TYpxuaHblH　My3MKacbl　TblHAanblff　Kθpi藤．　　「トルコの音楽が聞いてみられた。」

この場合受け身形はV2あるいはVlV2に同時に現れる。

Ca㈱a　Fyft｝KaMaJlkbl　YPblll　TaCTaEbl． 「サイラはグルジャマル（入名）をなぐってしまった。」

rYπ｝美｛aMaJI　YPblJ！blfi　TaCTa瓜b茎。

FYn）1｛aMaJ茎YPbM　TaCTa狐b王．

rYJI｝董｛aMaA　YPblkblH　TaCTaJI及b三．

「グルジャマルはなぐられてしまった。」
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この場合はViまたはV2、または同時にVlとV2の両方に受け身が現れる。

受け身のまとめ

　受け身についてまとめると次のようになる。受け身形はVlに現れることができる。V2に現

れるものもあるが、その場合でもV1、または岡時にVlV2の両方にに現れることができ、V

lにまったく現れることができないものは今までのところ見つけられていない。以上のことから

受け身形の現れ方を見るかぎりn型複合動詞の形態的緊密性は低いと言える。なお、動詞によっ

て受け身が現れる場所が違うことが指摘できる。どのような原因でそのようになるのか興味深い。

また、Ken一は輿動詞であるがこれらがV　2になったときは受け身形になることがある。その場

合は複合動詞全体が受け身形になったと考えることもできる。いずれにしても本稿のテーマであ

る緊密性からは少しはずれるので機会を改めて考えてみたい。

4．2　等位構造における共通要素の削除

　今度は等位構造における共通要素の削除という点からカザフ語のn型複合動詞を検討してみ

よう。先に述べたようにもし、語であれば共通要素の削除はできないはずである。

　それでは実際にカザフ語の例を検討してみよう。4．1で行ったのと岡じように、V2ごとに見

ていく。

60H一

CaFaτceKi3Ae　H￥p6eK　KiTait　oKbm　60nmsi，　Ca＃pa　cefleM　xaT｝Ka3bM　60π鵬1．　　「八時にヌルベ

ク（人名）は本を読み終え、サイラ（人名〉は手紙を書き終えた。」

この文には、V260π一を共通要素とする、OKbUt　60mablと｝Ka3bm　60fillblの二つの複合動詞

がある。この文から共通要素60a－　（60”nb’i）を削除してみると次のようになる。

（ゑFaT　cerci3以e　HYp6eK　sciTafi　oKblll，　Ca益pa　cexeM　xaT｝Ka3blH　60nAbi。

この文は文法的に正しい文である。その読みであるが、問題は八時にヌルベクは手紙を書いたの

かそれとも書きおえたのかである。サイラが書きおえたことは間違いない。答えは、ヌルベクは

手紙を書きおえたである。つまりOSCbM　60πrUSiの60”nbiだけを削除することが可能というこ

とになる。．

　以下他のll型複含動詞についても見てみよう。
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aJI－

KYP6esc　aFbMl1lbl｝11Ila　Y⑳eヨiH　a舩b！，　CaPtpa　E｛aHoHllla　YtipeHiH　annbl．　　　「ヌルベク・（人名）は

英語をマスターし、サイラ（人名）は日本語をマスターした。j

共逓要素を削除しても、HYP6eK　arbl肥blH田a　Y㈱eH呈n　axnbl．「ヌルベクは英語をマスターした。」

という解釈が可能である。YPtpeHiH　a瓢bl「マスターした」YBpeeni「学んだ」であるが、上の文

の解釈は、Hyp6eK　aFbmlllblH1！la頭pe珊i．「ヌルベクは英語を学んだ。」ではない。

他についても同様にいずれも削除が可能である。

KaJI　

Hyp6esc　AnMaTbmaH　KeniR　mu，　CaHpa　AnMaTblFa　KeTia　KanAbl．　「ヌルベクはアルマアタか

らやって来て、サイラはアルマアタへ去っていった。j

cail　－

To融a　Hyp6eK　afiTapblH　a欧b田燃，　Ca㈱a　6apftblrbm　）Kell　ca涯醸．　「祝宴でヌルベクは奮い

たいことを言い尽くし、サイラは全てを食べ尽くした。」

6ep－

HYp6eK　i磁ciHe　KiTan　oKblH｛綱，　Ca⑳a　ciHniciHe　eHriMe　atiTblH　6epni．　ヂヌルベクは弟に本を

読んでやり、サイラは妹に謡を聞かせてやった。」

共通要素6epniを削除してもHYp6eK　iHiciHe　K圭TaH　oKb1H　6ep廊と読みとることができる。〈41

Koit　－

Hyp6eK　aπMa　anbm　me，　Ca細a　Y3厩a服羅民o撫M．　　「ヌルベクはリンゴを買っておき、サ

イラはブドウを買っておいた。」

H｛i6ep－

HYp6esc　mbmafi翻，　Catipa　KYnifi｝溢6ep廊　「ヌルベクは笑いだし、サイラは泣きだした。」

KeJ！－

HYP6eK　HeMec　TiniH　Y煎Pe蕪i鷺　繭，　Ca薮Pa　aFbM1IlblK　TiniH　ySPeKiH　scenlli．

この文からもH￥p6eK　yitpeHin　Kenniと読みとれる。

KθP－
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Hyp6eK　TYpK朋H顕cblpacblH　imig鞭，　Ca⑳a　TYpK旧職H　poMaHblH　oKblli　Kepni．　　ヌルベ

クはトルコのピー，レを飲んでみて、サイラはトルコの小説を読んでみた。」

T￥P－

TYP一と次の二つOTblp－，｝KYP一の意味的な違いは微妙であるが、ここでは「～している」

と訳しておく。

HYp6eK　KiTaH　oKbM‘？・x・p，　CaPtpa　xaT　Ha3blll　TYp．　「ヌルベクは本を読んでいて、サイラは手

紙を書いている。」

OTblp　－

HYp6eK　KiTa疑o鼠h羅，　　Ca発pa　xaT｝Ka3bM　oTblp．

書いている。」

「ヌルベクは本を読んでいてサイラは手紙を

｝KYP　

HYp6eK　KiTau　oKblfi脚，　xaτ｝Ka3blff｝KYp．　「ヌルベクは本を読んでいてサイラは手紙を書

いている。」

TaCTa－

H￥p6eK　AMaH60nnbl　a6blp｝lcb王τblll　ma，　C蝕pa　l”YnmaMamabi　Ypblfi　TacTaEbl．　　　「ヌルベク

はアマンボル（人名）を狼狽させてしまい、サイラはグルジャマル（人名）をなぐってしまった。」

等位構造における共通要素の潮除のまとめ

　ll型複合動詞は等位構造における共通要素の削除という面でも、複合動詞におけるV2が共通

要素になっているときその削除が可能なことかその形態的緊密性は低いと雷っていい。

5．まとめ

　以上でわかったようにカザフ語の複合動詞の形態的緊密性はかなり低いと言える。もちろん、

すべての複合動詞を調べたわけでもないし、形の上で岡じV2をもっていてるものがすべて嗣じ

タイプの複合動詞と言っていいとはかぎらないという問題もある。しかしそれらのことを差し引

いてもそれほど見当はずれの結論にはならないと思われる。今園は統語的要素の排除と等位構造

における肖弓除という複数の基準によって調べてみたがいずれの基準によって得た答えもおおむね

一致していることを付け加えておく。
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注

（1）V2によっては生産性の低いものもある

（2）ただしこの基準は絶対的なものではなく、ギ弱いものいじめ、いじめられっこ」のような例外があること

　　が影由（1993）にも述べられている。

（3）母音調和と子音岡化によってfle～xxa～Ta～Teの異形態がある。

（4）iHiciHe「弟に」があるのでそれにつられて6epni「やる］の読みが出てくると考えることができ、厳密に

　　考えると問題が残る。
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